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1. はじめに

 今回は、子ども達がこの 5 年の間に取り組んだ「安

全を守るための活動」を発表させてもらいました。発

表者は我が家の三姉妹ですが、子ども達に代わって母

親である私が発表をまとめさせていただきます。 

 我が家の三女まりなは、2018 年 10 月に西興部村で

起きた園バス置き去り事件の被害児です。命が助かっ

たのは、偶然お迎えが早まったためで、あと数時間遅

かったらどうなっていたかわかりません。命は助かっ

たものの、事件を公にしようとすると村から隠ぺいの

圧力がかかり、村を追われました。この事件は私たち

の人生を大きく変えました。特に長女は正義感が強く、

また同じような事故を起こしてはいけないと思い、安

全な場所に引っ越してから自分たちの経験を人に伝え

る活動を始めました。 

図１ 北海道新聞 2018/10/27 朝刊 

2. 活動の経緯

 事件が起こった直後は、私が活動を始めました。し

かし、死亡事件ではないことからなかなか行政が動き

ません。そのため、当事者である子ども達が中心にな

って活動していくことにしました。以下の表は、私た

ちの主な取り組みです。 

2018 全道の保育施設に注意喚起の文書送付依頼（母） 

2019 STOP！車内放置新聞（長女・次女） 

2021 ひろがれ！ライジャケ新聞（次女） 

2022 水が持つ二つの顔 水の作文最優秀賞（長女） 

2022 ライジャケレンタルステーション

2022 「わすれんぞう」発明コンテスト（三女） 

2023 「子どもを園バスに置き去りにされて」（母） 

2023 「恨みを愛へ」 少年の主張（長女） 

2023 「あの日の意味」（母・長女） 

2-1. STOP！車内放置新聞 

 自分たちの訴えを多くの人に見てもらうにはどうし

たら良いか考え、ちょうど募集のチラシを見た壁新聞

作りにチャレンジすることにしました。長女が 5 年生、

次女が２年生の時で新聞を作ったのは初めてでした。

車内の温度はどのくらい上がるのか実験したり、オホ

ーツク総合振興局や保育所にインタビューをしたこと

を記事にまとめました。 

 また、カナダの友人の自動運転車について取材し、

子どもやペットの置き去り防止の仕組みを調べました。

この作品は入賞しましたが上位ではなかったので多く

の人に見てもらうことはできませんでした。 

図 2 STOP！車内放置新聞 
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2-2.  ひろがれ！ライジャケ新聞 

この後、残念なことに九州で車内放置により三女と

同じ歳の男の子が亡くなってしまいました。これをき

っかけに「ひろがれ！ライジャケ新聞」の作成を決意。

吉川さん、ライジャケサンタさんの協力を得て完成さ

せました。これは、上位 36 賞に入るチャレンジ賞を受

賞し、ネットで新聞を見てもらえるようになりました。 

図 3 ライジャケ新聞 

2-3. 水が持つ二つの顔 水の作文最優秀賞 

事件のことを直接的に書くことを避けていましたが、

この頃から事件について作文にするようにしました。

無理だろうと思いながら書いた長女の水の作文が最優

秀賞を受賞しました。これは、園バス置き去り事件と

ライジャケについて書いたものです。この作文は 1 年

間北海道庁にパネルとなって飾られました。 

図 4 水が持つ二つの顔 水の作文最優秀賞（2022/7/31 

名寄新聞） 

2-4. しんちゃんのライジャケレンタルステーション 

 子ども達は、ライフジャケ新聞作成時の吉川さんへ

の取材をきっかけに、 ライジャケステーション設置を

決意しました。資金を親の私達が出すのではなく自分

達で稼ぐことにしました。 

 何もプロジェクトをやったことのない子ども達だっ

たので、手始めに長女が「なるべくゴミ拾いをしない

でまちをキレイにする！」という取り組みを始めまし

た。この取り組みで、どうやって多くの人に自分の意

見を伝えるのか、またどうやったら資金を集められる

のかということを学びました。[森の寺子屋：長女の挑

戦 https://shimokawa-town.note.jp/n/n36720ebb5ebd] 

 資金集めの手段として絵や作文の副賞を換金するこ

と、募金活動を選択しました。また、町長への設置の

相談 も子ども達で行いました。そして、目標額の

28,000 円を図書券で獲得。2022/7/15 に「しんちゃんの

ライジャケレンタルステーション」を下川町のコモレ

ビに設置しました。 
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図 5 しんちゃんのライジャケレンタルステーション 

2-5. 「わすれんぞう」発明コンテスト 

 事件から我が家では、どうやったら車内放置事件が

なくなるか、どうやったら子ども達の命が守られるか

という話題が多く出るようになりました。その中で、

次女と三女は発明アイディアコンテストにチャレンジ

することにしました。これがまりなの発明「わすれん

ぞう」です。このアイディアでは、被害者だからこそ

思いついた工夫がたくさんあります。 

図 6「わすれんぞう」発明コンテスト 

https://www.youtube.com/watch?v=OMdstlc9LpE&t=1s 

2-6.  子どもを園バスに置き去りにされて 

生きていたんだから、いいじゃん。これは事件後に

関係者から言われた言葉です。しかし、たとえ命が助

かったからと言って全てが元通りに戻るわけではない

のです。事故は未然に防がなくていけません。そのこ

とを伝えたくて、私達の事故後の日々を本にまとめま

した。 

図 7 子どもを園バスに置き去りにされて 

https://amzn.asia/d/dBTQVYs 

2-7. 少年の主張 

 家族が事件の被害者となり、どのように社会に訴え

かけていくか、吉川さんとの出会いをきっかけに自分

にできることは何かを考え抜いた道のりを長女が少年

の主張で発表しました。38 万人の中から選ばれた 12

人の全国大会出場者に選ばれ、全国大会で審査委員会

審査委員長することができました。大会後の秋篠宮佳

子さまとの面会では、多くのことを質問され「わすれ

んぞう」についても話をしました。印象的だったのは、

この大会で内閣総理大臣賞を受賞した子は、交通事故

で意識不明の重体になった子だったことです。 

図 8 少年の主張全国大会 吉川さんとともに 

講演の内容 Youtube https://youtu.be/uyLP517BwWE 
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2-8. あの日の意味 Kindle出版 

 長女は三月で中学校を卒業します。中学二年生の時

に書き、少年の主張の元となったエッセイを昨年末に

Kindle で出版しました。 

図 9 あの日の意味の Kindle での出版 

https://amzn.asia/d/hYG1p0Y 

3. まとめ

吉川さんとの出会いによって私達は大きく変わりま

した。恨む気持ちを社会に訴えるのではなく、自分た

ちにできることをできるだけやることにしたのです。

こうして前向きに活動することによって、仲間が増え

て世界がひろがっていきました。子ども達の活躍が新

聞に掲載され認知されていくにつれ、社会も少しづつ

変化していきました。子ども達の活躍を見て、声をか

けてくれる方が増えていき、自分たちも動こうと考え

る人が出てきたのです。自分の親が施設で虐待を受け

ているようだと相談されることもありました。私達が

西興部村に住んでいた頃にも、障がい者施設での虐待

が目撃されていて、役場もそれを把握していましたが

何十年も黙認されていました。それが 2022 年に告発

され大きなニュースとなりました。続いて老人施設で

の虐待行為も明らかになり、役場としても放っておく

ことはできなくなったのです。私達の活動は、社会全

体を見れば小さな活動に過ぎません。しかし、その積

み重ねが社会を作っているということを子ども達は身

をもって経験しました。安全のための活動以外にも、

長女は作文や弁論で何度も最優秀賞に輝き、次女は暗

算で 10 段を取り大会では北海道一になり、三女はポ

スターになるほど絵が認められるようになりました。

きっかけは全てマイナスから始まった園バス置き去り

事件でしたが、そこを乗り越えて子ども達はプラスに

変えていった気がします。今もなお、被害者家族が事

件の真相を知ることができない事件が多くあります。

まだ子ども達が安心して暮らせる社会にはなっていま

せん。しかし、無理だと諦めるのではなくたくさんの

人と繋がって少しずつひとりひとりが自分のできるこ

とをやって住みやすい社会になることを祈っています。 

図 10 三姉妹（下川町アイスキャンドルフェスティバ

ルにて） 
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